
社会保険庁改革について
○社会保険は国民の信頼があってこそ成り立つものであり、効率的で質の高い社会保険サービス
　の実現と国民の信頼回復に向けて、社会保険庁の抜本的な改革を推進。

○庁内に社会保険庁改革推進本部を設置し､以下の課題ごとに改革プロジェクトチ－ム等を設置｡
　　①保険料徴収の徹底、②システムの抜本的見直し、③国民サービスの向上、④予算執行の透明性の確保
　　⑤個人情報保護の徹底、⑥年金福祉施設等の整理合理化

社会保険庁改革推進本部

○長官に対して高い見識に基づくアドバイスを行う最高顧問２名を迎える。
○課題ごとにプロジェクトリーダー、アドバイザリースタッフなどを経済界の協力により配置。

民間の発想や感覚を大胆に導入

○社会保険庁の個々の事業運営の適切さや効率性をチェックするための評議会として社会保険　
　庁長官の下に設置。
○保険料拠出者、学識経験者等が参加。

社会保険事業運営評議会

○有識者会議の意見を踏まえ、８０項目の業務改革メニューを掲げた「緊急対応プログラム」をまと　

　めるとともに、第５回会議（１１月２６日）では、これまでの議論を中間的にとりまとめたところ。

○組織の在り方を含め、来年の夏を目途に最終的な取りまとめを行う予定。

有識者会議を踏まえた改革の推進

○社会保険庁の在り方について基本に立ち返った議論を行う場として、内閣官房長官の下に設置
○有識者８人と内閣官房長官及び厚生労働大臣が参加。

社会保険庁の在り方に関する有識者会議



社 会 保 険 庁 改 革 の 工 程 に つ い て

社会保険庁の在り方に関する有識者会議

平成１６年

８月１１日 ・第１回

課題と方向性の整理

２５日 ・第２回

９月１７日 ・第３回 緊急対応方策について

１０月２５日 ・第４回 緊急対応方策の具体化

１１月２６日 ・第５回 中 間 と り ま と め

組織の在り方等の検討
平成１７年度予算政府原案閣議決定

平成１７年 ・第６回
以降

５月 最 終 と り ま と め

平成１８年度 予算・組織定員要求
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大山 永昭 （東京工業大学教授）

金子 晃 （慶応義塾大学名誉教授）

草野 忠義 （日本労働組合総連合会事務局長）

松浦 稔明 （全国市長会社会文教委員会委員長・坂出市長）

矢野 弘典 （日本経済団体連合会専務理事）

［政府側］

内閣官房長官

厚生労働大臣


